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百村伸一（監修），加計正文・神田善伸・小山信一郎（編集）
『総合診療力を磨く「40」の症候・症例カンファレンス』

筑波大学医学医療系地域医療教育学/附属病院総合臨床教育センター・総合診療科

前野哲博

　最近，総合診療，特に臨床推論の教育に対する注
目が高まっている．臨床推論の能力を磨くには，実
際の症例をベースとした徹底的なディスカッション
の中で学ぶのが最も効率的であるが，残念ながら，
その指導を日常的に行っている施設はまだまだ限ら
れているのが現状である．このたび上梓された本書
は，総合診療能力に関する教育に長年取り組んでい
る自治医科大学附属さいたま医療センターでの総合
回診をもとに構成されており，豊富な症例とわかり
やすい記述で，時間と場所を選ばず臨床推論を学ぶ
ことができる良書である．
　本書は，大きく症例編と症候編に分かれている．
症例編では実際の症例をベースに，診断・治療に至
るまでのプロセスが簡潔にまとめられている．ケー
ススタディは，多くの医師が一生お目にかからない
ような特殊な疾患や，いわゆる「どんでん返し」の
ような印象に残りやすい症例が取り上げられること
が多いが，本書は，例えば主訴が胸痛で診断が心筋
梗塞といった，きわめてオーソドックスな内容に
なっている．ただ，その議論は単なる「診断当てク
イズ」ではない．病歴からどんな疾患を想起すべき
か，見逃してはいけない疾患は何か，絞り込むポイ
ントは何か，どんな検査を行うべきか，注目すべき
結果は何かといった，医師がたどるべきプロセスが
一つひとつ丁寧に述べられている．どれも実際の症
例なのでリアリティがあり，また指導医とレジデン
トの会話形式で進められているので，肩に力を入れ
ずに楽しみながら読み進めることができる．

　症候編では，臨床でよく遭遇する 31 の症候につ
いて，2～3 ページで簡潔にまとめられている．ア
プローチが時間軸に沿って，ステップごとにまとめ
てあるので使いやすく，また問診，診察，検査のポ
イント，緊急に診断をつけなければならない疾患に
ついても要領よくまとまっているので，症候論の系
統的な学習にはもちろんのこと，外来や救急当直の
合間に短時間で見返すのにも大変便利である．
　本書は，そのタイトル通り「総合診療力を磨く」
ためにおすすめの一冊である．
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